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 紫外線硬化樹脂のシート（印材）は、紫外線があた

った部分だけ硬化し、その後水洗いした時に、凸面と

して残る。現在は、新聞の活版などにも利用されてい

る素材だ。 

 

 できあがった「原稿」を装置に置いて、スイッチを

入れると、下から紫外線が照射される。実は紫外線は

目には見えないので、正確には「紫外線を含んだ光線」

である。原稿は白黒を反転させてあるので、スタンプ

にしたい部分（出っ張らせたい部分）だけ、光が透過

しているのがわかる。文字は普通に読める状態で良い。

印材に焼き付けた時に、左右が反転するのだ。 

 

 印材の紫外線硬化樹脂には、保護フィルムが貼って

ある。それを剥し、フィルムが貼ってあった面を下に

して、原稿の上にセットする。 

 

 これがセットし終わった状態。この時点では、下か

ら光は当てないほうが良い。 

 

 装置の蓋を閉めて、タイマーを③にセットする。そ

の後スタートボタンを押すと、緑のランプが点滅し、

紫外線の照射がスタートする。照射が終わるまで約３

分かかるが、その間、絶対に蓋を開けないように。 

 

 ３分後、ランプが消えたら蓋を開ける。しかし、こ

の時点では、使用前のシートと何も変化はない。この

あとシートを水洗いすると、劇的に変化する。 


